
 

 

 

 

 

 

 

 

 

●対象の概要  

令和５年度現在、管内の学校給食向け生産者

（事業者）の登録状況は、観音寺市で２件（ロメ

インレタス、ニンニク）、三豊市で25件（ブロッ

コリー、ナス、アスパラガス等）となっている。

特に三豊市では、平成28年４月から「三豊市南部

給食センター」が稼働し、日量3,800食の給食が提

供されており、同市農林水産課と学校給食課は連

携を取りつつ安定供給体制の構築に努めている。 

また、観音寺市立の小中学校は15校、三豊市立

の小中学校は25校あり、それぞれの学校では関係

機関と連携した農業体験や学習等の機会を設け

ている。 

●課題を取り上げた理由  

平成20年度の学校給食法の改正により「学校に

おける食育の推進」が明確化され、学校給食現場

から地産地消を通じた食育や地域農産物の利用

拡大に向けた支援要請があった。 

一方で、地域農業の活性化を図るため、地元で

の消費を拡大し、生産者の所得機会を創出する必

要があった。 

●普及活動の経過  

１ 学校給食と生産者の連携支援 

平成21年度から産直市が取り組む学校給食へ

の食材供給の支援、県オリジナル野菜「食べて菜」

の安定供給支援、給食センター出荷者を対象とし

た食の安全・安心研修会の開催などの活動を行っ

てきた。令和４年度には管内の産直販売担当者や

給食センター出荷者を対象としたＧＡＰ研修会

を開催するとともに、地域特産の「三豊ナス」「ブ

ロッコリー」等の生産者への栽培指導を通じて安

全安心な地域農産物の安定供給を図った。 

また、地域の農業や食文化への児童・生徒の関

心を高めるため、普及センターが把握している地

域の農産物情報を、観音寺市及び三豊市の学校給

食関係者へ提供した（表-１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産直及び給食センター出荷者向けＧＡＰ研修会 

 

 

生産者への技術指導 

 

 

表-１ 学校給食への農産物情報の提供 

 

 

 

 

 

令和4年度 令和5年度

品目数 9 7

キャベツ、イチゴ、セル
リー、ミニセルリー、ミニ
トマト、不知火、タケノ
コ、レタス、ロメインレタ

ス、ニンニク

タマネギ、ブロッコリー、
ロメインレタス、アスパラ
ガス、おいでまい、ピオー
ネ、シャインマスカット

地域活性化に向けた地産地消及び食育の支援 
■ 学校給食向け生産者、管内小中学校 ■ 

（西讃農業改良普及センター 西田剛、〇甲把理恵） 



 

 

２ 児童・生徒と生産者の交流の場づくり支援 

学校、市、ＪＡ等からの要請に応じ、「おいで

まい」「さぬきのめざめ」等の県オリジナル品種

や「シャインマスカット」「ピオーネ」「ブロッ

コリー」等の県の主力品目を食育教材として、出

前授業や収穫体験の支援を行っており、令和４年

度は13品目延べ62名、令和５年度は14品目延べ54

名の生産者が地元小中学校の児童・生徒と交流し

た。 

おいでまいの出前授業 

 

 

ぶどう収穫体験 

●普及活動の成果 

１ 学校給食と生産者の連携支援 

産直・給食センター出荷者へ農薬安全使用及び

安心・安全な農作物の生産（ＧＡＰの取組み）に

ついて研修会を開催したところ、参加者からは

「農薬の使用記録の大切さがわかった」、「農薬

は正しく使う必要があるので個別指導が大事だ

と思った」などの感想が得られ、安全安心な農産

物の供給への理解が深まる機会となった。 

また、学校給食関係者へ提供した農産物情報は、

栄養教諭等を通じて給食の時間に放送などで情

報を提供されるとともに、児童を通じて家庭で情

報を共有してもらうことで地域農産物の購買意

欲の向上につながった。 

 

２ 児童・生徒と生産者の交流の場づくり支援 

出前授業・給食交流の支援実績は、令和２～３

年度は新型コロナウイルス感染症の影響で少な

くなっていたが、令和４年度は中学校からの依頼

なども受けるようになり、令和元年度を上回る学

校数となった（図-１）。 

こうした取組みは、児童・生徒や栄養教諭等の

給食関係者の地域農業への理解を深めたほか、生

産者の食育意識や生産意欲向上の機会ともなっ

た。 

 

 

図-１ 出前授業・給食交流支援の実績 

 

●今後の普及活動の課題 

１ 食育活動の継続充実に向けた支援 

出前授業受け入れ生産者の後継者不足に加え、

生活研究グループや地域のボランティアメンバ

ーも高齢化しつつある。令和４年度には、管内の

女性農業者グループが地元小学校での食育授業

を初めて行い、そのプレゼン資料の作成支援を行

ったところであり、こうした支援を通じて新たな

人材を巻き込む取組みを進めていきたい。 

 

２ 地域の伝統野菜の活用促進 

伝統野菜は通常品種と比べて栽培方法や収量

に課題がある。特に「食べて菜」等の葉物は予定

献立表に合わせた出荷日の調整が難しいため、安

定供給への支援を継続するとともに給食センタ

ーの受入れ基準や体制などを見直す必要がある

と考えられる。 
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